木材チップの品質規格規程について　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２４年５月２３日

                                  　　　　全国木材チップ工業連合会

１　目的

　木材チップについては、これまで統一的な規格が定められておらず、木材チップ製造者と需要者の間で需要各社それぞれの品質規格に従って基準が定められてきたのが実態である。
今後、木材チップの需要の多角化が見込まれる中で従来の需要先との個別的基準では対応が難しい面が生じることが憂慮されており、木材チップ製造者としての全国木材チップ工業連合会が、今般、木材チップに関する統一的な品質規格基準を策定したものである。

この品質規格が、木材チップ製造者の木材チップ製造の基準として活用されるとともに、この品質規格の製品表示の励行により木材チップ流通の円滑化、適正化が図られることを期待する。　
	木材チップ品質規格

	
	
	全国木材チップ工業連合会

	　
	　
	　
	　

	項目
	内容
	規格区分

（表示記号）
	備考

	１樹種
	①針葉樹チップを主体とするもの・・・　N.
	N　
	樹種名表記の例

	　
	　 スギ、ヒノキ、カラマツ、アカマツ、エゾマツ、トドマツなど
	　
	Ｎスギ

	　
	樹種名の表記が必要な場合は主要構成樹種名をカタカナで
	
	Nアカマツ

	　
	Nの右下に小さく表記する。
	
	　

	　
	②広葉樹チップを主体とするもの・・・　L　
	L
	樹種名表記の例

	　
	 　サクラなど特別な記載が必要な場合は主要構成樹種名
	　
	Lサクラ

	　
	をカタカナでLの右下に小さく表記する。
	　
	　

	　
	③針葉樹、広葉樹等混合チップを主体とするもの・・・　M
	M
	タケ等を含む

	２製造

方法
	①切削　（刃物で切削したもの）…　S
	S
	スクエアチップ

	　
	②打撃、破砕　（ハンマー、クラッシャーなどで木質繊維に
	H
	ピンチップ、

	　
	沿って砕いたもの）…　H　
	　
	クラッシャーチップ

	３樹皮
	①皮無し　（白チップ）　・・・　皮混入率１％以下
	Bw
	　

	　
	②皮付き　（黒チップ）　・・・　皮混入率２０%以下
	Bb
	　

	　
	③樹皮チップ　・・・　粉砕した樹皮を主体とするもの
	Ba
	　

	４乾燥
	乾燥程度〈湿量基準の含水率）で４区分する
	D1 (20%未満）
	湿量基準含水率

	　
	　
	D2 (20%以上、30%未満）
	　


	　
	　
	D3 (30%以上、50%未満）
	　

	　
	　
	D4 (50%以上）
	　

	５異物
	金属、プラスチック、土砂など異物を含まないもの
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	注１　この規格は流通取引単位の全量について定めるものとし、「主体とする」はその３分２以上を占めるものとする。

	注２　湿量基準含水率　Uw=（W-W0)/W*100 　但し　W　：生重量、　W0　：絶乾重量
	

	　　　なお、乾量基準含水率　Ud＝(100*Uw)/(100-Uw)
	
	

	注３　需要先によって必要ない規格の表示は省略することが出来る。
	
	

	
	
	
	

	記号表示例：　スギ、切削、皮無し、未乾燥、のチップ　　　…　NスギSBwD4
	
	

	　　　　　　　　　広葉樹、破砕、皮付き、乾燥、のチップ　　　…　LHBbD1


規格マークの制定

全国木材チップ工業連合会品質規格マークを定めました。
[image: image1.jpg]WCS




（１）木材チップの品質規格を表示して使う場合は、下記の例のように
右側の直線の上部に当該木材チップの規格を記入して使用して下さい。

（大きさは例示の寸法にこだわらず、適宜の大きさで使用して下さい）
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（２）また、下記のように品質規格制定団体名をつけてご使用になっても構いません。
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